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姿勢調節及び動作の安定性に対するマウスガードの効果：
重心動揺について

菅嶋康浩＊1　加藤　尊＊1　大森俊和＊2　亀川義己＊2　藤原伸悟＊1

Ⅰ．はじめに

　ヒトの平衡機能は、視覚、前庭覚、体性感覚により調節されている 1）。日常生活において、また運動やス
ポーツ活動において、姿勢や動作のバランスが適切に調節されていることが求められる。特にパフォーマン
スの向上を目指す競技スポーツにおいて、姿勢や動作の安定は大変重要である。
　他方、マウスガード（MG）は、歯の保護を目的として多くの競技スポーツに推奨されている 3）。それと
同時に、MG は歯の噛み合わせを安定させ、その結果、体力や運動能力の向上をもたらすことが指摘されて
きている 3），7），9）。その一つに姿勢の安定性に対する効果についての指摘がある 7）。坂東ら 7）は立位姿勢の重
心動揺に対して MG を装着した場合に重心動揺の安定性が改善されることを報告している。もし MG 装着
の効果が明らかであれば、瞬発的な力を発揮するような競技スポーツでのパフォーマンスの向上に繋がるの
ではないかと考えられる。これまで噛み合わせと重心動揺の関係に関する研究は多く行われてきているが 5），

6），8）、しかし、MG 装着による姿勢や動作の安定と発揮筋力の関係については十分に検証されているとは言
えない。
　そこで本研究では、静的バランス立位での姿勢における MG の効果を再検証し、MG 装着が動作の安定を
もたらすか否かを評価することを目的とした。

Ⅱ．方法

１．対象

　本研究の対象は男子大学生 11 名（21 歳、身長 174.0 ± 3.4㎝、体重 71.7 ± 8.8㎏）で、特に疾患を持っ
ていなかった。
　本研究の実施に当たり、研究対象者に対し、本研究の目的と意義、測定の手続きや方法、危険性と安全対
策、個人情報の取り扱い、研究成果の公表など研究計画について十分説明し、また個人に不利益が生じない
ことを説明して理解を得たうえで本研究への参加協力の同意を得た。
　なお、本研究は朝日大学保健医療学部健康スポーツ科学科研究倫理審査委員会（認証番号　第 2019009
番）の承認を得て行われた。

２．測定手順

　測定に先立ち、被検者はスポーツマウスガード専門歯科医師によりカスタムメイドの MG の作成を行った
（図 1）。作成後、2 週間ほど MG 装着の慣らしを行った後、測定を行った。
　被検者は両足の踵を接して足中指を 60 度開いて圧力板（9281E、キスラー社製）上に立ち、耳珠点と目
が概ね水平になるように頭部を保持し、約３m 先の黒点を固視して立位姿勢を保った（図 2）。そして MG
を装着しない（NMG）で開眼と閉眼で各 30 秒間立位姿勢を維持し、重心動揺を記録した。その後、同様の
方法で、MG を装着して（MG）開眼と閉眼で各 30 秒間立位姿勢を維持し、重心動揺を記録した。
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データの解析は計測時に 20㎐のサンプリング周波数で AD 変換してコンピュータに取り込み、専用ソフト
（TRIAS Ⅱ、DKH 社）で解析した。

３．解析項目と統計的有意性の検定

　解析項目は、重心動揺の総外周面積、軌跡長、単位軌跡長を算出した。重心動揺の重心動揺の外周面積
は X-Y 座標上に投射された動揺軌跡範囲の外周で囲まれた部分の面積とし、総軌跡長は、30 秒間の測定中
における重心の総移動距離とした。また、重心動揺の単位軌跡長は 1 秒当たりの移動距離とした。なお単
位軌跡長は重心動揺の速さを反映した。3 つの分析項目は、日本 IBM 社の SPSS ver15.0J を用い、繰り返し
のある 2 元配置（開眼か閉眼×マウスガードの有無）の分散分析（Analysis of variance with repeated mea-
sures: ANOVA）を行い、主効果と交互作用の検定を行った。交互作用が有意であった場合は、下位検定と
してその後対応のある t 検定を行った。なお有意水準を危険率 5% として評価した。

Ⅲ．結果と考察

　重心動揺の外周面積は、NMG での開眼－閉眼条件間、MG で
の開眼－閉眼条件間、開眼での NMG － MG 条件間では有意な変
化は認められなかった（図 3）。一方、閉眼での NMG － MG 条件
間において NMG と比べ、マウスガードを装着することで有意に
重心同様外周囲面積は減少した（NMG2.6 ± 2.4cm2、MG1.1 ±
0.4cm2、p<0.05）。
　また重心の総軌跡長は、NMG での開眼－閉眼条件間、開眼で
の NMG － MG 条件間では有意な変化は認められなかった（図 4）。
一方、MG での開眼－閉眼条件間（開眼 32.1 ± 8.6㎝、閉眼 23.5
± 5.0㎝、p<0.001）および閉眼での NMG － MG 条件間（NMG36.7
± 10.1cm、MG23.5 ± 5.0cm、p<0.001）で、マウスガードを装
着することによって有意に重心の総軌跡長は短くなった。
　奥園 2）は立位姿勢時の重心動揺において、閉眼で総軌跡長の増
大が引き起こされることを報告している。これは閉眼時に頭部の
前方移動が起こったことによる動揺の増大と考えられている。本
研究において、開眼での NMG と MG 間で外周面積の有意な増大
がみられたことは奥園 2）の報告を支持する結果であったと考えら

図 1．カスタムメイドマウスガード

図 3．NMG および MG での外周面積
*P<0.05

図 2．実験のプロトコルと重心動揺例
NMG: マウスガード装着なし；MG: マウスガード装着；
OP: 開眼；CL: 閉眼

図 4．NMG および MG での総軌跡長
***P<0.001
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れる。また、本研究の結果において、MG の効果は閉眼時の総軌
跡長および重心動揺の外周面積において明確に示された。これら
は、閉眼時に引き起こされる頭部の前方移動が MG 装着により抑
えられたからではないかと推察した。
　また、単位軌跡長は単位時間当たりの軌跡の移動距離で算出さ
れ、重心動揺の速さを反映している。肥田と御手洗 4）は、競技種
目間で直立姿勢時の重心動揺の速さに違いがみられることを報告
している。本実験結果では単位軌跡長には、NMG ＆ MG と開眼 -
閉眼による統計的な有意差は認められなかった（図 5）。このこと
から、単位軌跡長、重心動揺の速さには MG 装着は影響しないことが示唆された。
　しかし本研究において頭部の動きを評価する分析は行われていないので、ビデオ撮影による動作分析を行
い検証することが今後必要である。

　本研究実施に当たり本研究に対する利益相反はなかった。
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図 5．NMG および MG での単位軌跡長




